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ふまんばかりのメシュカおばさん 
アーノルド・ローベル え キャロル・チャップマン さく こみや ゆう やく 

好学社 Ｅ－ロ 

 ちいさなむらにメシュカという、ふまんばかりをいうおばさんがいました。あるあさ、メシ

ュカのしたがちくっといたみましたが、それでもふまんしかいいませんでした。すると、むす

このすがたがピクルスになったり、メシュカのあしがかぼちゃにかわり、ふらついてひっくり

かえったところにいしのかべがのしかかってきて、うごけなくなってしまいました。そこへ、

がくしゃのラビがやってきて、これまでおこったことはぜんぶ『ふまんびょう』のせいなのだ

といいます。 

 

さかさ町  
Ｆ.エマーソン・アンドリュース 作 小宮 由 訳 岩波書店 ９３３－ア 

リッキーとアンは汽車
き し ゃ

にのっておじいちゃんの家
いえ

にむかっていました。ところが、線路
せ ん ろ

の

事故
じ こ

があり、さかさ町
まち

でまつことになります。さかさ町
まち

にはルールがあって、すべてのことが

さかさまです。家
いえ

は地面
じ め ん

にひっくりかえったように建
た

っていて、ホテルでは子
こ

どもがはたら

き、おとしよりはあそんでいました。リッキーは、なんだかさかさ町
まち

がすきになってきまし

た。 

 

ゆうすげ村の小さな旅館 

茂市 久美子 作 講談社 ９１３－モ 

ゆうすげ村
むら

に、つぼみさんという年
とし

とったおかみさんがひとりできりもりしているゆうすげ

旅館
りょかん

がありました。ある日
ひ

、たくさんのお客
きゃく

があり、息
いき

つくひまもありません。つい、「だれか

手
て

つだってくれるひとがいないかしら」とひとりごとをいいました。その翌朝
よくあさ

、台所
だいどころ

のドアの

むこうでかわいい声
こえ

がしました。ドアをあけてみると、色白
いろじろ

のぽっちゃりとしたむすめが、お手
て

つだいにきたといってたっています。（『ウサギのダイコン』） 

 

 



バレエをおどりたかった馬 
 Ｈ・ストルテンベルグ 作 菱木 晃子 訳 福音館書店 ９４９－ス 

ある日
ひ

、いなかに住
す

む馬
うま

は道
みち

にまよった旅
たび

のバレエ団
だん

を駅
えき

まであんないします。バレエ団
だん

の人
ひと

たちは、お礼
れい

にバレエを見
み

せてくれました。はじめて見
み

たバレエにすっかり夢中
むちゅう

になった馬
うま

は、

どうしたらおどれるようになるかバレエ団
だん

の人
ひと

たちにききます。すると、町
まち

のバレエ学校
がっこう

でなら

ったとおしえてくれました。ある朝
あさ

、馬
うま

はバレエをならうために町
まち

へいくことにしました。 

 

ひまなこなべ アイヌのむかしばなし  
どい かや 絵 萱野 茂 文 あすなろ書房 Ｅ－ド 

わたしはくまの神
かみ

です。なんねんかにいちど、アイヌの国
くに

の心
こころ

とたましいのうつくしい人
ひと

の

ところへ、おきゃくとしていき、おみやげをもらって神
かみ

の国
くに

へかえります。ある日
ひ

、心
こころ

のいい

アイヌのいえへまねかれると、たのしいよるのうたげがはじまりました。わたしは、人
ひと

びとのな

かに、とくべつおどりがじょうずなわかものがいることにきがつき、そのわかもののおどるすが

たをわすれることができませんでした。 

 

くしゃみ くしゃみ 天のめぐみ  
松岡 享子 作 福音館書店 ９１３－マ 

むかし「くしゃみのおっかあ」とよばれるおばさんがいました。おばさんは、人はもちろん

牛
うし

や馬
うま

までふきとばすくしゃみをします。ある日
ひ

、一人前
いちにんまえ

になったむすこの「はくしょん」が

てんぐ山
やま

のむこうまでいきたいといいます。おっかあは、一世
い っ せ

一代
いちだい

のおおくしゃみではくしょ

んをふきとばし、はくしょんはてんぐ山
やま

のかなたにきえていきました。落
お

ちたところは長者
ちょうじゃ

や

しきのにわでした。 

 

りこうなおきさき 

モーゼス・ガスター 文 光吉 夏弥 訳 岩波書店 ９７９－ガ 

 ある日
ひ

、王
おう

さまが大臣
だいじん

に市
いち

でヒツジを売
う

って、売
う

れたお金
かね

といっしょにヒツジもつれてかえる

ようにめいじます。むずかしいめいれいにすっかりこまってしまった大臣
だいじん

でしたが、なんなくや

ってのけました。それは、とほうにくれていた大臣
だいじん

をみたむすめの入
い

れぢえだったのです。そこ

で王
おう

さまは、こんどはそのむすめになぞのようなめいれいをし、ごてんにくるようにいいます。 

 

 



ぶたのめいかしゅローランド 

ウィリアム・スタイグ さく せた ていじ やく 評論社 Ｅ－ス 

むかし、ローランドと言うおんがくかで、歌の天才野ブタがいました。ある日、ともだちか

ら、「とおくへたびをして、てんかにきみののどをきかせてやっては」といわれます。そこでロ

ーランドは、とうとう、ひろいせけんにでかけました。たびのとちゅう、さびしくなってうた

をうたっていると、きつねがこえをかけてきて、きゅうでんへつれていってあげるといいま

す。 

 

ひき石と２４丁のとうふ  
大西 暢夫 著 アリス館 ６１９－オ 

岩手県
いわてけん

の人里
ひとざと

はなれた山奥
やまおく

に、９０歳
さい

をこえたミナさん一人
ひ と り

で営
いとな

む小山田
お や ま だ

豆腐店
とうふてん

がありま

す。ミナさんは水
みず

にふやかした大豆
だ い ず

をひき石
いし

の穴
あな

に入
い

れて「キー ゴロゴロ キー ゴロゴ

ロ」と、すりつぶします。２４丁
ちょう

のお豆腐
と う ふ

を作
つく

るための大豆
だ い ず

を挽
ひ

くだけでも６時間
じ か ん

はかかりま

す。今日
き ょ う

もミナさんは、山
やま

の水
みず

を使
つか

い、薪
まき

の火加減
ひ か げ ん

で昔
むかし

と同
おな

じ味
あじ

を今
いま

に残
のこ

しています。 

 

ことばあそびうた また 
谷川 俊太郎 詩 福音館書店 ９１１－タ 

 「ねたね うたたね ゆめみたね」「かえるかえるは みちまちがえる」など、聞
き

きなれたリ

ズムの言葉
こ と ば

が、楽
たの

しい絵
え

とともに書
か

かれています。なんども声
こえ

に出
だ

して読
よ

んでみましょう。こ

とばのリズムに体
からだ

も心
こころ

もはずみます。 
 

「図書館のほんだな」で紹介
しょうかい

している本は 

加 古 川 市 立 中 央 図 書 館     ☎（４２５－５２００） 
 
加 古 川 市 立 加 古 川 図 書 館     ☎（４２２－３４７１） 
 
たんようウェルネスパーク図書館     ☎（４３３－１１２２） 
 
加古川海洋文化センター図書室    ☎（４３６－０９４０） 
 

にあります 
 


